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                  次のうち，機能的固着の記述として妥当なのはどれか。
１．「マッチ箱をろうそく立てに使用する」ということが思いつけないなど，
対象物の普段の使用方法に固執してしまい，別の使用方法が思いつかない
ことである。

２．普段，足し算による解法に慣れていると，かけ算による解法が思いつかな
いように，ある種の解法への慣れが他の解法の発想を制限することである。

３．いったん仮説を立てると，仮説の立証に固執し，それに合った事象だけに
注意が向くようになることである。

４．難解な問題で行き詰まった際，休憩を入れずに持続的に問題に取り組むと，
かえって解法が発想されにくくなるという現象のことである。

５．同じ構造の問題でも数字や記号で表現されると，具体的な事物によって表
現される場合よりも解法が思いつきにくいという現象である。

 

Administrator
テキストボックス
社会福祉（心理コース）

Administrator
テキストボックス
〔正答番号〕① ２ ３ ４ ５ 



                           交流分析に関する次の記述ア～エのうちには妥当なものが二つある。それら
はどれか。
ア．交流分析では，感情的な不適応を生み出すのは出来事ではなく，その人の非合理的

な信念体系であるとし，非合理的な信念を合理的な考え方に修正していく。
イ．交流分析では，対人関係のパターンを分析するゲーム分析や人が無意識に演じてい

る脚本分析などを行う。
ウ．交流分析では，人間は劣等性を持つ存在であるとし，劣等感を補償するために，よ
り強く完全になろうという意志を「権力への意志」と呼んで重視する。

エ．交流分析に基づいて開発された性格検査法にはエゴグラムがあり，親，大人，子ど
もの自我状態からパーソナリティの特徴を捉える。

１．ア，イ
２．ア，ウ
３．ア，エ
４．イ，エ
５．ウ，エ
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                          フラッシュバルブメモリに関する記述として妥当なのはどれか。
１．適切な時期に自発的にタイミングよく，目的の行為を想起するような認知処理が

必要とされる，未来に行うことを意図した行為の記憶である。
２．視覚刺激がごく短時間提示されると，提示終了後もその刺激のイメージが実際に

まだ提示されているかのように感じる現象である。
３．過去のある瞬間に知覚していた対象が，明瞭に再現され，あたかも実際にその対

象を知覚していると感じるような心的イメージ像であり，その像を眼で走査した
り，組み立てたり操作することができる。

４．種々の認知課題遂行中に一時的に必要となる情報の保持や，そうした働きを支え
るシステムである。

５．衝撃的な出来事を初めて見聞きしたときの状況について，鮮明かつ詳細に想起さ
れる記憶である。
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                      　次のうち推論の種類の一つである演繹的推論の例として妥当なのはどれか。
１．Ａさんは，初めて訪れる国で，数人の陽気な人と話をして，「この国の人は陽気

だ」と推論した。
２．Ｂ高校新聞部では，ランダムに選んだ５０人の生徒に取材して得た情報をもとにし

て，生徒会長候補者の当落を推論した。
３．ある幼児が「おなかがすくと元気がなくなった」という経験から，「植物に水を

あげないと枯れる」と推論した。
４．Ｃさんは「鉄は電気を通す」という法則を知っており，ある物体Ｘが鉄であるこ

とを知ると「物体Ｘは電気を通す」と推論した。
５．ある小学生が，生活経験で得た水圧と水流の関係に関する知識から，電圧と電流

の関係について推論した。
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                      　セルフ・サービング・バイアスに関する例として最も妥当なのはどれか。
１． A さんは，期末試験に失敗した際，自分が努力しなかったにもかかわらず，失敗

の原因を試験問題が必要以上に難しかったためだと考えた。
２． B さんは，友人のCさんがやむを得ない事情で遅刻したにもかかわらず，Cさん

が時間にだらしないためだと考えた。
３． D さんは，タレントのEさんが単に役柄で医者を演じているだけなのに，Eさん

の知性を高く評価するようになった。
４． F さんは，スポーツ選手のGさんのファンである。Gさんのファンは実際はそれ

ほど多くはないが，Fさんは周囲の大多数の人もGさんのファンだと思っている。
５． H さんは，今日のスピーチでミスをするのではないかと気にしていたら，やは

り重要なポイントを言い忘れてしまった。
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                      　トールマン（Tolman, E.C.）とホンジック（Honzik, C.H.）による潜在学習の
実験に関する記述として妥当なのはどれか。
１．ネズミに迷路を報酬なしで探索させると，当初は報酬ありの統制群に比べて遂行

成績は伸びなかったが，報酬を導入した途端に遂行が急激に改善した。
２．踏み板を踏むかひもに触れるかするとドアが開く仕組みの箱にネコを入れると，

初めのうちは偶然に脱出するが，徐々に効率よくドアを開いて脱出できるように
なった。

３．回避不可能な状況で電気ショックを与え続けられたイヌが，回避可能な状況にお
いて，自ら電気ショックから逃れようとせずうずくまったままであった。

４．アカゲザルに対し同じタイプの弁別学習を行う課題を複数連続して取り組ませる
と，最初はチャンス・レベルであった正答率が漸進的に上昇し，最終段階ではほ
ぼ完全正解に達した。

５．チンパンジーが箱や棒がばらばらに置かれた 檻 の中で，箱を押すなどの行動レ
おり

パートリーを組み合わせることによって，天井につるされたバナナを試行錯誤に
よらず取ることができた。
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                    　アッシュ（Asch, S.E.）は，架空の人物の特徴をいくつかの特性語によって
提示し，そこから印象を形成させるという手続による一連の実験を行った。この実験に
関する次の記述ア～エのうちには妥当なものが二つある。それらはどれか。
ア．初めの方に提示された特性語が最終的に形成される印象に大きな影響を及ぼすとい

う新近効果を見いだした。
イ．個々の情報に基づく印象が寄せ集まって全体的印象ができるのではないことを示し

た。
ウ．同じ特性を組み合わせて人物を記述する場合，その提示順序を変化させても同じよ

うな印象が形成されることを明らかにした。
エ．同じ特性語であっても，他に提示される特性語が異なると，その文脈によって意味

が変わることを示した。

１．ア，イ
２．ア，エ
３．イ，ウ
４．イ，エ
５．ウ，エ
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                      　「９歳の壁」（「１０ 歳の壁」）に関する記述として妥当なのはどれか。
１．近年では栄養状態が改善され身体的発達はよくなっているものの，９歳前後の児
童期の運動機能の低下が顕著になっていることである。

２．セルマン（Selman, R.L.）による社会的視点取得の発達において，未分化・自己
中心的な視点の水準から，主観的・分化した視点の水準にいたる難しさのことで
ある。

３．学力の個人差が拡大し，その学年に期待される学力を形成できていない子どもの
数が増加する現象のことである。

４．エリクソン（Erikson, E. H.）が提唱した，この時期に訪れる「勤勉性 対 劣等感」
という心理社会的発達課題のことである。

５．９～ １０ 歳前後の急激な身体的変化において，男子の成長のピークが女子よりも
遅れることである。
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                     　ベイトソン（Bateson, G.）が唱え，家族療法に影響を与えた「ダブルバイン
ド」の説明として妥当なのはどれか。
１．両親世代の問題が子供の世代に 伝  播 される家族投影過程が，多世代にわたり生じ

でん ぱ

ることである。例えば，父親の持っている自分の母親に対する問題が，形を変え
て，子供の母親に対する問題となっていることをいう。実際の治療では家系図を
用いることもある。

２．否定的な意味を肯定的な枠組みに変えることである。例えば，「子供の問題に無
関心な父親」と不満を持つ母親に対し，「口出しせずに見守ることができている
父親」と表現を変えることで情緒的色彩を構築し直し，問題解決の糸口にする。

３．家族のサブシステム間の境界線である世代間境界が侵害されることである。例え
ば，いわゆる母子密着は夫婦サブシステムと子供サブシステムの境界が不明瞭に
なったことによって生じた事態と考えられる。

４．二者関係で，一方が言語レベルであるメッセージを発しつつ，非言語レベルでは
そのメッセージと衝突するメッセージを発することである。例えば，手をつなご
うとした子供に，母親が身をこわばらせ，子供が手を引っ込めると，「私のこと
好きじゃないの？」と母親が尋ねるような状況である。

５．症状や行動をあえてやってみるように指示することである。指示に従えば症状の
コントロールができたことになり，従わなければ症状をあきらめることになるの
で，いずれにしても症状の克服に結び付くことになる。
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